イオン液体を用いた酵素反応活性化 by Abe, Yoshikazu
（様式 2 ) 
学位論文の概要及び要旨
氏名





































[Me占Bu］時o(cH,cH4,c，；；~ [ 9.,/N:s~ 加｜［守O~CH2叩1~p15H3~
図 1. キラノレなアミノ畿由来官能基をもっアノレキノレ PEG
イオン液体コーティングによるリバーゼ、活性化
ンと非天然体のD －プロリンからそれぞれイミ夕、ゾリウム塩（L-ProMe, D ヂroMe ）を合成し， リバ
ーゼタンパクをコーテイングしたところ，キラルなピロリジン環を導入したイミダゾリウム塩はいず
れのエナンチオマーも ILl を超える活性化効果を示した（図 1). しかも，天然体のL プロリンより非
天然体のD －プロリン由来のイミダゾリウム塩の方が活性化効果が高いことがわかり，最も活性が高











[P 4ME] [NTf 2］をデザインし，このイオン液体を反応溶媒に用いたところ優れた結果を示すことがわか
った．基質に4 ブエニル叩3－ブテン之明オー ル(I b），アシル化剤に酢酸ビニルを用いると，ジイソプロ




イオン液体［P44MEM] [ N T むをデザインし，このイオン液体を反応溶媒に用いてリバーゼ触媒不斉アシ
ル化反応を行なった（Table 1）.その結果， L フェニルエタノール(I a）を基質に，イオン液体コーテ
イング酵素ILl-PS を用いた場合，［P叫 ME][NTf2 ］と比べると 1.5 倍，ジイソプ訂ピルエーテルと比べる
と1.8 倍の反応加速が起きた．ただし，反応基質によって反応性が異なり， 4－ブエニル3 伊ブテンー 2-
オー ル（1む）では［P似 ME] [NTf 2]' [P 44MEM] [NTf2 ］ともに問様の反応性が得られ， 3四ヒドロキシペンタンニ
トリル（1 c）で、は［P似 MEM][NTf2 ］中の反応が約 1.6 倍速いが，エナンチオ選択性は低下した．また， 5 フ
ェニノレ偏トペンテン－3－オー ル(1 d）では反応性は同様であり，ジイソプロピルエーテルに比べると 4.8
倍の反応加速が観察された．
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Table 1. し1-PS catlysed asymetric transetrifcation in ionic liauid solvent 
Substrae Ph 人 ~ 、人ゾCN
1a 1c 
[ ＝~ " －；~·~ : 1 Bu + /'..._ /'..._ _Q 11 - S-CF3 I 8~子r 、Q' '-../' - 11 N I Bu 11 1~；－CF3 I 




IL [P 4ME][NTf2 [P 4MεMJ!NTf2] [P 4MEJ!NTf2] [P 4MεMHNτf2] [P 4ME][NTf2 [P 4MEJ!NTf2] [P 4ME][NTf2 [P 4 悶 M][NTf2]
Ra tea 420 620 100 850 4300 670 250 290 
をvalue >200 >200 >200 >200 15 10 137 >200 
a m M  I h, mg enzyme 
